
町 の
動 き

平成19年度から
　住民税（町・県民税）が変わります

　

地
方
分
権
を
進
め
、
身
近
で
よ
り
良
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

目
指
し
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住

民
税
）
へ
３
兆
円
の
財
源
移
譲
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

年
度
か
ら

所
得
税
と
町
・
県
民
税
の
税
率
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

　

町
民
の
多
く
の
方
が
、
住
民
税
が
増
え

る
予
定
で
す
が
、
税
源
の
移
し
替
え
な
の

で
、
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
る
と
、

税
負
担
の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
年

１
月
か
ら
所
得
税
が
減
っ
て
お
り
、
そ
の

分
こ
の
６
月
か
ら
住
民
税
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
（
下
図
参
照
）

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
（
内
線

・

）

定
率
減
税
の
廃
止
に
つ
い
て

　

景
気
対
策
の
た
め
平
成
11
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
定
率
減
税
は
、
国
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
所
得
税
は
平
成
19
年
か
ら
、
町
・
県
民

税
は
平
成
19
年
度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
る
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
定
率
減
税
廃
止
に
よ
り
、
税
負
担
が
増

え
ま
す
。

訂正とお詫び

　本年１月に配布いたしましたチラ

シ（「平成 19 年度から住民税（町・

県民税）が変わります」）の中で、

平成 19 年度分以降の税率の改正時

期について下記の通り誤りがありま

した。訂正してお詫びいたします。

誤「所得税が来年１月から減少し」

　　　　　　　　　　

正「所得税が本年１月から減少し」

　

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
居
住
す
る
既
存
住

宅
を
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
減
額
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

対
象
家
屋　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建

　

築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

居
住
者
要
件　

次
の
い
ず
れ
か
の
者
が
居
住

　

す
る
既
存
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

　

65
歳
以
上
の
方

　

要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定
を
受
け

　

て
い
る
方

　

障
害
の
あ
る
方

対
象
工
事　

次
の
工
事
で
、
補
助
金
等
を
除

　

く
自
己
負
担
が
30
万
以
上
の
も
の
で
あ
る

　

こ
と
。

　

 

廊
下
の
拡
幅
、

階
段
の
勾
配
の
緩
和
、

浴
室
の
改
良
、

便
所
の
改
良
、

手

す
り
の
取
付
け
、

床
の
段
差
の
解
消
、

引
き
戸
へ
の
取
替
え
、

床
表
面
の
滑

り
止
め
化

減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

 　

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
住
宅
の

所
有
者
は
、
改
修
工
事
後
３
ケ
月
以
内
に
、

工
事
明
細
書
・
写
真
等
の
関
係
書
類
を
添

え
て
、
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課
（
内
線
135
〜
138
）

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

　

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　

翌
年
度
分
の
税
額
を
１
／
３
減
額

　
（
100
平
方
メ
ー
ト
ル
分
ま
で
を
限
度
）

広 報 み よ し（ ） （ ）町 の 動 き

（町民税）

（県民税）

▽
二
万
二
三
四
〇
円
／
四
月
一
〇
日

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
「
手
と
足
の
会
」

▽
五
五
六
六
円
／
四
月
一
七
日

　

匿
名

▽
六
〇
六
〇
円
／
四
月
一
八
日

　

匿
名

▽
二
〇
〇
〇
円
／
四
月
一
八
日

　

匿
名

▽
八
三
一
六
円
／
四
月
二
三
日　

　

妙
林
寺
妙
心
祭
実
行
委
員
会

▽
一
万
円
／
四
月
二
四
日

　

匿
名

▽
七
〇
〇
〇
円
／
四
月
二
四
日

　

匿
名

▽
一
五
〇
〇
円
／
四
月
二
六
日

　

細
谷
竜
彦

▽
一
五
〇
〇
円
／
四
月
二
六
日

　

島
田
喜
久
雄

▽
一
万
五
一
二
五
円
／
四
月
二
七
日

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
３
Ｂ

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
一
万
円
／
四
月
六
日

　

宮
下
弘
良

（
太
陽
の
家
指
定
寄
付
と
し
て
）

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
し

て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

工　事　名 完成予定 備　　　考

（公共）江川第1処理分区
枝線工事（19 4）

平成19年
７月31日

藤久保第２区地内
工事延長距離61.85

（公共）江川第1処理分区
枝線工事（19 6）

平成19年
７月31日

藤久保第６区地内
工事延長距離137.00

北松原区画整理6 13･16号線
配水管布設工事

平成19年
７月31日

藤久保第６区地内
工事延長距離88.70

藤久保第１区画整理6 12号線
配水管布設工事

平成19年
７月31日

藤久保第２区地内
工事延長距離84.60

工　事　予　定　一　覧　表

国民年金

特別障害給付金制度について
　国民年金の任意加入期間に加入しなかったこと

により、障害基礎年金等の受給権を有していない

障害者の方に対して、国民年金制度の発展過程に

おいて生じた特別な事情にかんがみ、福祉的措置

として「特別障害給付金制度」が創設され、平成

17年４月１日から施行されました。

１．支給の対象となる方

（１）平成３年３月以前に国民年金任意加入対象

　であった学生

（２）昭和61年３月以前に国民年金任意加入対

象であった被用者（厚生年金、共済組合等の加入

者）の配偶者であって、当時、任意加入していな

かった期間内に初診日（※）があり、現在、障害

基礎年金１級、２級相当の障害に該当する方。た

だし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態

に該当された方に限られます。なお、障害基礎年

金や障害厚生年金、障害共済年金などを受給する

ことができる方は対象になりません。（※）障害

の原因となる傷病について初めて医師または歯科

医師の診療を受けた日　

２．支給額（平成１９年度）

　障害基礎年金１級相当に該当する方：月額５万

円（２級の 1.25 倍）、障害基礎年金２級相当に該

当する方：月額４万円

○支給額は、毎年度物価の変動に応じて改定され

ます。

○ご本人の所得によっては、支給が全額又は半額

に制限される場合があります。

○老齢年金、遺族年金、労災補償等を受給されて

いる場合には、その受給額相当は支給されません。

○経過的福祉手当を受給されている方は、当該手

当の受給資格は喪失します。

３．請求手続

　請求の窓口は、住所地の市区町村役場です。な

お、特別障害給付金の支給に関する事務は、社会

保険事務局（社会保険庁）で行っています。原則

として、65歳に達する日の前日までに請求してい

ただく必要がありますが、経過措置として、施行

日（平成17年４月１日）に65歳を超えている方は

平成22年３月31日まで申請することができます。

　また、施行日以降まもなく65歳に達する方につ

いても65歳を超えてから一定期間は請求を行うこ

とができる経過措置が設けられています。

問い合わせ　　　　　　　　

　所沢社会保険事務所　 04 2998 0100

　住民課国保年金係（内線153～156）

町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。


